
60ドル台後半まで小反落
NY原油先物相場は、1バレル=71.44ドルで上げ一服となり、69ドル台まで小幅値下がりする展開に

なった。欧州連合（EU）の対ロシア追加制裁の動きを手掛かりに買いが膨らんでいたが、70ドル台で

は上値の重さを再確認している。改めて需給緩和見通しを織り込む動きが優勢になった。為替がドル高

に振れたこともネガティブ。ただし、70ドル割れから一気に値を崩すまでの勢いはみられず、最近の取

引レンジが踏襲されている。

トランプ米次期大統領は、EUに対して、米国産の石油・天然ガスを大量に購入しなければ関税を課す方

針を示した。米国のEUに対する貿易赤字を問題視している。トランプ氏が米国内の石油・天然ガスの増

産を促す方針はネガティブだが、一方で欧州向けの輸出が拡大する可能性はポジティブになる。ただし、

いずれにしてもエネルギーコスト軽減が基本戦略であり、原油価格を過度に刺激するような大規模輸出

が行われる可能性は低い。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（12月13日時点）は、原油が前週比93万バレル減、ガ

ソリン235万バレル増、石油精製品が318万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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60ドル台後半でクリスマス休暇へ向かう
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【展望】

70ドルを挟んで売買が交錯しているが、60ドル台後半をコア

にやや上値の重い展開が想定される。何か突発的に供給不安

を高めるような動きが見られないのであれば、需給緩和見通

しの上値圧迫が続こう。ただし、クリスマス休暇入りする市

場参加者も多く、大きな値動きには発展しない見通し。最近

の取引レンジ内で、上値の重さを再確認する展開に留まる可

能性が高い。

根強い需要不安が上値を圧迫する。中国国有石油大手の中国

石油化工集団（シノペック）は、2027年に中国国内の石油消

費量がピークを迎えるとの見通しを示した。昨年は26～30年

としていたが、需要鈍化が一段と鮮明になったと判断した模

様だ。液化天然ガス（LNG）トラック、電気自動車（EV）な

ど、石油を使用しない輸送機器の普及を受けて、ディーゼル

油やガソリン需要が減退するとの見通しが示されている。

中国政府は、財政出動と金融緩和で2025年の景気を下支えす

る方針を示しているが、景気動向と関係なく石油需要がピー

クを迎える可能性が高まっている。足元では原油安が需要を

ある程度刺激している模様であり、石油化学産業向けの需要

も堅調だが、根強い需要不安が上値を圧迫する展開が続く見

通し。9月10日に付けた年初来安値65.57ドルを年末までに

下抜く可能性は後退しているが、70ドル台前半では上値の重

さを再確認しよう。

ただし、突発的な供給リスクが浮上する可能性は排除されて

いない。ウクライナや中東情勢に大きな動きがみられると、

短期投機筋の買いが膨らむ可能性は、引き続き想定しておく

必要がある。イラン核開発問題に対する米欧の動向にも注意

が必要だ。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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